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逗子の沖積層

The Alluvial Deposits of Zushi， Kanagawa Prefecture 

松 島 義 章

Y oshiaki Matsushima 

I はじめに

鎌倉地域の沖積層に引続き， その南東に位置する逗子地域の沖積層の調査を行なった結

果，分布・層序・構造などに関する新しい知見が得られたのでここに概略を報告する。

TOKYO BAY 

SAGA例1BAY 

9~4KM 

第2ー 1図 逗子市内の調査位置図(アミ面の範囲)
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調査地域は，相模湾に面する逗子市内の田越川低地と小坪をふくむ(第2-1図)。

逗子市内の低地は田越川低地で代表され， 市内の平地の大部分を占める。それは沼間の

東方から西流し逗子湾に注ぐ当地域第一の河川田越川流域(上流において支流の池子川を

もっ)と，北東の久木より南下し新宿海岸付近で田越川に合流する久木JII沿いに発達する。

小坪港と小坪川沿いにもごくわずかであるが，低地が発達している。

H 研 究 史

本地域の沖積層の調査は充分行なわれていなし、。

基盤を構成する葉山層群と三浦層群については，古くから多くの研究者によりすぐれた

成果が多数公表され， 関東地方における日本の新生界第三系の襟式層のーっとして知られ

ている。これにひきかえ沖積層は，最近まで市街地の開発が行なわれなかったためもあっ

てほとんど注目されなかったといってもよL、。

かつてNOMURA(1932)が，池子付近の沖積層から貝化石を報告した。その後，大塚

(1937)が野村の資料を引用し，関東地方南部の沖積層を論じている。同様に KANNO

(1955)もこの資料を使用し，鎌倉鶴岡八幡宮境内産の貝化石と一緒に解析して， 貝化石

の生息当時の高海水温を求めてし、る。

1971年に神奈川県が地震対策資料の 1っとして地盤調査報告書(神奈川県:1971)を作

成した。その中には市内の回越川流域の地層について数本のポーリング資料から明らかに

された沖積層の概要が簡単に述べられているだけである。

皿調査方法

調査方法は，鎌倉市内の沖積層調査方法に準じる。

調査はおもに，市内の沖積層に関するボーリング資料をできる限り収集し解析を行なっ

た。報告に使用したボーリング資料は330本以上におよぶ。また，建築物の建設工事，道

路や上下水道，河川の堰堤などの工事現場へもおもむいて， 露頭観察と貝化石などの資料

収集とを併せ実施した。

巻末にボーリング資料の岩相， N値，色調，貝化万，腐織物，火山灰など含有物などを

指標に編集したボーリング柱状図をかかげてある。

なお，ボーリング牲の位置の標高は， ボーリング資料中にほとんど明記されていないた

め2mごとの等高線の入った逗子市役所発行の縮尺率2，500分の 1の地形岡で， ポーリン

グ帯を実施した場所の位霞を読みとり， 等高線間隔を比例配分して，その地点の海抜高度

を求めた。したがって，平地における大部分の資料は， 数10cm程度の誤差範囲で求めら

れているが，谷筋に入った一部の資料については3-4mの誤差はありうる。

N 沖積層基底の地形

本地域の沖積層の基盤岩類は， 回越川河口付近から北方にかけて，三浦閉群最下部の問

越川喋岩層，逗子泥岩層，池子火砕質砂岩層の層序にしたがって分布してし、る(赤嶺ほか
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第2-1表 ボーリシグ資料による沖積層(逗子貝同)と基盤岩層との識別表

1 一一一
沖積附(逗子貝同) 三浦府群 | 

シルト・粘土 l 砂 ; 礁 l 逗子泥岩|池子火砕質砂岩!

|附青灰色 l妻灰色 青灰色 11l'1灰色 時灰色
色 調!青灰色 |茶褐色 品青灰色 l情育灰色 晴緑灰色

品黒色 !黒尚色 椙緑色 緑灰色 黄縄色~a~D 陪黄灰色

N M!I O~~_ 5 ~50 20~50 1__ 50以主ー」竺竺土 1

1化石irく州三くふく阿波??lET--1型2!?TTl
火山灰 ごくまれにふ凝灰質や軽石質|ほとんどが凝灰|

(軽石.ス)I ~衿子。(ス| な し | な し l の部分がある。|岩からなる。 I
コリ・ァ l ーノ J

I /;1_ / ;. / -k.L. i ...... ごくまれに炭化 l

腐植物|多くふくまれ|多くふくまれ~くまれLふ l した木Jfがふく 1 な し
|る。 一|くまれる。 in_ι l 一一一|

岩
|側方への変化|百示の変化|側方への変化 l側方へのおヒがなく連続する。砂!
相 l量綜ifくlZRFT55l?ともじるし去る?灰岩，泥岩の互層の記載が l

l 連続もする。 I

: 1956，地質調査所:1962， 1968， SHIKAMA and MASU]IMA: 1969)。

沖積層は収集したボーリング資料を編集することにより， その分布，層序区分，基盤の

識別が明瞭になった〈第2-2表)。また，数カ所より採集した貝化石を用L、て14C法によ

る年代狽IJ定が行なわれ本周の堆積年代も明らかになった。この点については後で述べる。

第 2-1表の基準により基盤まで達している 270本以上のボーリングをもとに沖積層の

基底の深さの分布を 5m間隔の等高線で描くと第2-2岡のようになる。

すなわち第2-2図は，沖積層堆積以前の古地形を復元したもので. 沖積層の基底の凹

凸，埋積谷，埋没波食台地形などとが認められる。その主なものは回越川埋積谷，池子川，

久木川，小坪川の各埋積谷と国鉄横須賀線逗子駅付近から南へ突き出した形の埋没波食台

などである。以下そのあらましを記す。

(1)埋積谷

岡越川埋積谷は，市内域最大の埋秘谷でその中心は低地の中央部に位置する。現在の回

越川の流路が低地を自由に蛇行して流れているのに対し，埋積谷は沼聞の東方域からほぼ

直線的な東一西方向の流路を示し，西方の逗子湾へ達する。

池子付近では北東方向から流れ込む池子川埋積谷がみられる。小さな谷から生じた埋積

谷は，田越川埋積谷へほぽ直交する形で注いでいる。

久木川埋積谷は，現在の久木川と大体同じ流路をとり，新宿海岸の逗子開成学園付近を

通って，現在の海岸線付近で回越川埋積谷と合流し木村ほか(1969)が明らかにしている

相模湾の埋積谷へと連続する。

埋積谷の谷幅は，池子埋積谷の合流する池子付近の川幅を除けば，全般に狭く V字谷に

近い断面を示す。

また，田越川，久木川両埋積谷の基底勾配は，現在のそれぞれの河床勾配よりはるかに

急な勾配をとっていた(第2-4図)。
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(2) 埋没波食台

最も明瞭な埋没波食台は，国鉄横須賀線逗子駅の南側にみられる。これは逗子駅の裏手

〈北側)山の根の急崖をとり囲むように分布し， その高度は海抜-3-+6mである。こ

の埋没波食台と同じ高さを示す波食台が，回越川埋積谷の南縁にそって.回越川河口付近

からほぼ2km上流まで連続して発達し，桜山の逗子消防署付近まで追跡できる。

この海抜高度が-3-+6mを示す一連の埋没波食台に対し， 山の根埋没波食台と名付

ける一方，現在の逗子清の北岸と南岸泊レには，海抜-5-:tOmの波食台が発達してい

る。すなわち， 小坪漁港をはさんで北西側の逗子マリーナの埋立地域と南東側の小坪マリ

ーナの埋立地域，さらに大崎から不如帰碑を経て稲荷神社前に至る現在の海岸線沿いにみ

られる逗子湾北岸の波食台と，田越川河口付近から鐙摺， 葉山マリーナ地域に至る逗子湾

南岸域に分布する波食台である。 この波食台と山の根埋没波食台との関係は，田越JII河口

付近で確認できるが， それによれば両波食台は波食面の高度がほぼ同じで連続した形を示

す。 このように，逗子湾では，埋没波食台と現在の波食台とが形態上一段の波食台として

分布している。近接の鎌倉，藤沢など相模湾沿岸で上下2段の明瞭なる埋没波食台が形成

されているのに対して異なった形態を示す。しかし，時代的には山の根埋没波食台を他の

地域と対比すれば，古鎌倉湾の八幡宮埋没波食台，古大船湾の大船埋没波食台， 相模川沖

積低地の旭埋没波食台などと同時期に形成されたものと判断することができる(第2-2

表)。

第 2-2表 相模湾悟岸地域の埋没波食台の対比

相模川沖積低地 柏尾川沖積低地 鎌倉沖積低地 l逗子沖積低地
|地域(平塚~辻堂) (藤沢~大船)
|一一一一， (貝塚・森山:1969) (松島:1972b) (七里ケ浜~鎌倉) I (小坪~旧越jll流域)

l上位波旭埋没波食台 大船埋没波食台 八幡宮埋没波食台 i食台 /l!:::I t'::t:， tx. fl.<. J:lt. U /.....J1JIlJ::EfXflX...Tll:l -'¥'Mi5-'9:1XW<..TlO- 山の根埋没波食台

l海抜高度 +3~+7m 土 O~+7m :t O~+6m 
-3~+6m 

i下位波|辻堂坦没波食台 藤沢埋没波食台 l由比ケ浜埋没波食台|
食台
海抜高度 -15~- 5 m ー 10~土 o m -10~- 5 m 

V 層序と構造

本地域の沖積層の層序は， 第2-4図の田越川沿い縦断地質断面を標準にして，第2-

3表のように区分できる。

ここに基底醸層から頂部泥炭層までの沖積層を逗子貝層と定義する。逗子貝層の分布地

域は，田越川泊いの低地を模式地として久木川流域の低地， 小坪川低地とその周辺地域で

ある。また，現在の逗子湾に対して縄文海進により田越川・久木川泊いに奥深く海水の侵

入してきた湾を H 古逗子湾"とよぶ。

第 2-3表の層序区分にしたがって，各層の層相の概要について述べる。いくつかの地

質断面は層相の側方向と垂直方向への変化の様子をよく表わしている。

(1) 田越川流域



第 2-3表 逗子のr>11利iTti(逗子貝附)の岩相的同序!?玉分と層相の特徴と閥j享

回序区分 d己号 !内相の特徴と }'?i~ j.享(カッコ内はm)

)j-fl土，耕作土(0 ~ 4 ) 

泥炭(0 ~ 1 ) 

砂質シノレト~シノレト~粘土(0 ~ 2 ) 

中Il砂~中砂~細砂~‘ンノレト質砂(0 ~ 7 ) 
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表土 S.S. 

頂部泌炭層 T.P. 

頂部 j尼層 I T.M. 

上部砂層 I U. S. 

中部泥層! M.M. 砂質、ンノレト~シノレト~粘土 (8~22)。 本川中には中部砂層 (M.

S.)の磯まじり砂，机砂~シ'レト質砂(0 ~ 2)をはさむ

l 下 部泥附 IL.M. I 機まじりシノレト~砂目ンノレト~シルト(2 ~ 4) 

下部砂層 IL. S. I 機まじり砂~砂~シノレト質砂 (0~ 4) 
基底磯町jI B. G. I 機まじり砂~砂(0 ~ 2) 

逗子貝層の模式地である本地域には， 模式地質断面(第2-4岡)と横断地質断間(第

2-7-11図〉の示すように.逗子貝屑が最も厚く発達してレる。

新宿海岸付近で最大層厚約35mを示し， 上流の国鉄東逗子駅付近では約11mの厚さであ

る。

〔基底礁層〕

基底喋層(B.G.)は，鎌倉地区にみられる同層と同様に鎗達が悪く，基盤岩を直接おお

う。層厚は Q-2mと薄く，分布もごく限られ，田越川煙積谷と久木川埋積谷の合流点に

あたる逗子開成高校 (Cc.8 -ll)付近で認められるだけである。屑相は燦まじり砂から。

貝殻をふくむ砂となり， 1療をふくむ割合は少な L、。混入してし、る貝の縄類は不明である

が，海成層である可能性が強L、。

〔下部砂層〕

下部砂層(L.S.)は，直接基盤岩をおおい厚さはQ-3mを示す。基底醸層(B.G.)と

同様に発達が悪く，その主な分布は池子川埋積谷(第2-5図)中にある。なお，開成高

校付近において，下部泥層(L.M.)の上に厚さ 4mの醸まじり砂層が分布するが， これも

下部砂層である。この層相は大部分砂であるが，礁を比較的多くふくみ， ときには貝殻も

みられる。池子川開積谷の上流域では砂相からシルト質砂相にまで変化する。

〔下部泥層〕

下部泥層(L.M.)は， 基底陳!習や下部砂層に比べるとよく発達し， 海岸付近から上流

まで連続して分布する。 とくに，池子川埋積谷が合流する付近から上流の沼聞にかけては

直接基盤をおおって堆積している。屑厚は2-4mを示す。府相は傑まじりシルトから砂

質シルトないしシルトに変化する。全般に礁をふくみ，ところどころで腐植物も混入する。

中部泥層 (M.M.)との境界を明確に識別することは困難であるが，本層はごく普通に

礁をふくむのに対し， 中部泥層には礁がほとんどふくまれず，貝殻が多く混入しているの

でこの点が両層を区別するのに役立つ。

〔中部泥層〕

中部泥層 (M.M.)は，鎌倉地域と同様に本地域全域にわたって最も厚く分布する。層

厚は海岸付近で:'22m，上流の東逗子駅前共同ピル (Ec.2)で約6m。一方，池子埋積谷の

京浜急行神武寺駅付近 (Eb. りでは約8mの厚さを示す。本間は海岸付近から上流に向

って層厚はやや薄くなるが，他の地層のように尖滅することはなし、。
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層相は海岸付近で砂質シルト，上流に向ってシルトがちになり， 谷奥では腐植質の泥に

変わる。貝殻は本層のほぼ全層準にわたってむらなく，かつ，多量に混入している。とく

に貝殻のふくまれている高度に気を付けて，ボーリング資料を調べた結果， 池子，桜山，

沼間など上流域では海抜+4-十 5mの位置まで貝化石がふくまれている記載がみられ

る。すなわち，神武寺駅付近 (Eb.1)では+4m，桜山の逗子警察署 (Ec.16)では+5

m，同東逗子駅前共同ピル (Ec.2)では+5m，沼間小学校 (Ec.5)では+7mを示す。

これらの高度は逗子貝層中で最も高い標高を示し， 逗子における自然貝層の上限とみなす

ことができる。なお，東逗子駅前では建設工事現場から， 本層中の貝化石が多数採集され

ている*。 その結果，ポーリング資料の示す高度と採集地点の高度とは， 全く同じ高さで

あることが確認された。また， この採集資料の一部を使レ， 14C年代測定がおこなわれ，

5520士 120Y. B. P.の値が得られている。この点については後述する。
ただ，桜山5の市立福祉会館 (Ec.14)のボーリング資料には海抜+13mの高い位置に

貝殻をふくむ記載がある。 これら貝化石の種類は不明であるが，本地点の他のボーリング

資料や近接地のボーリング資料などから判断すると， この付近の本層は海成層とは考えら

れず， これらの貝類は淡水生のものか，あるいは陸生のものかで， レずれにしても海生種

ではなレと思われる。

かつて NOMURA(1932)が報告した池子産の貝化石は，位置的にみて本層中から採集

されたものと考えられる。

〔中部砂層〕

逗子貝層中の中部砂層 (M.S.)は，鎌倉具層中の中部砂際層ほど顕著ではないが認める

ことができる。すなわち，本層は中部泥層 (M.M.)中にはさまれた喋まじりの砂ないし，

シルト質砂である。層厚は海岸付近で約2mを示す以外は薄く，海岸から上流に向ってあ

まり明瞭ではなし、が層相を変えながら連続し 池子付近で中部泥層と下部泥層との聞に尖

滅する。

〔上部砂層〕

上部砂層 (U.S.)は，中部泥屑と共に逗子貝層を特徴づける地層がある。海岸付近で最

も厚く約7mを示すが， それ以外は3-4mの厚さを保ちながら， 池子付近まで追跡でき

る。層相は分級度のよレよくしまった中粒砂ないし細粒砂である。ただ，埋没波食台をお

おう部分の本層は，やや磯まじり粗砂なし、し磯相となっている。貝殻は非常に多量にふく

み，腐植物も池子付近で比較的多くふくまれるが，貝殻と比べるとその量は少なし、。市内

の各所で行なわれている岡越川の護岸工事や上下水道工事では， ほとんど本層中を掘りす

すむために，只化石の採集条件は他の地域に比べるとかなり良好である。後述する 14C年

代測定に用いた試料のうち逗子小学校 (Dc.49)，市役所分庁舎前 (Dc.29)，田越川清水

橋 (Dc.50)の貝化石はすべて本層から採集した標本であり， それぞれの地点における自

然貝層の上限から得られている。

〔頂部泥層〕

頂部泥層 CT.M.)は海岸付近では発達せず回越J11と池子川の合流地点 CDc.2)より上

流にかけ層厚を増しながら分布する。最も厚いところは4mをこえる。層相は砂質シルト

*横須賀市博物館の蟹江康光氏が1969年7月12日に採集したもので同氏のご好意により資料を倹す

ることができた。産出リストは30頁にかかげてある。
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からシルト，さらに泥に変化し，また腐植物を多量にふくむ。

〔頂部泥炭層〕

頂部泥炭層 (T.P.)は本地域ではあまり著しくない。海岸近くの問越JIIと久木川の合流

する地点で約 1mの厚さで分布する以外は薄く， 桜山から上流域とか谷奥でみられる。と

くに，回越川泊いでは向原橋付近から東逗子駅にかけ，厚さ 30-50cmの本層が頂部泥層

(T.M.)中にはさまれて分布する。

(2) 久木川流域

ボーリング資料が回越川地域ほど多くないがその限られた資料から判断しても久木JII流

域の逗子貝層は，田越川泊いほど厚くなく，異なった特徴をよく表わしている。すなわち，

国鉄横須賀線より上流の久木川沿いでは砂層は全くみられずシルトないし泥が厚く堆積し

ている(第2-6，2ー 7図〉。

〔基底礁層〕

本層は開成高校付近 (Cc.8 -10)と久木小学校 (Cb.4)でみられるだけで， その分

布はせまL、。主に砂相からなり礁はあまり認められず一部に貝殻がふくまれる。

〔下部砂層〕

本層も開成高校付近で厚さ 4mと発達するが，上流に向って急激に薄くなり， 久木川埋

積谷の入口付近 (Cc.4， 5)で下部泥層(L.M.)中に尖滅する。

〔下部泥層〕

本層は腐植物をふくむ厚さ 1-2mのシルト屑からなる。上流域では上位の中部泥膚

(M.M.)と同じ層相を示すので両層を区別することはかなり困難である。

〔中部泥層〕

本地域を特徴づける本層は，開成田i校付近で厚さ約 22m，上流の久木小学校でも約16m

を示す。貝殻と腐植物をむらなくふくむ。久木小学校における自然只層の上限は本層の最

上部に位置し海抜+4mであり，問越川流域に比べやや低い値を示す。

〔中部砂層〕

本層も下部砂層と同様に開成高校付近で最も厚く， 上流に向って次第に薄くなり中部泥

層中にはさまれ尖滅する。厚さは最大2m，礁を多くふくむ。

(上部砂層)

本層は開成高校付近で最大8mの層厚を示すが，上流に向って急激に薄くなり， 国鉄横

須賀線付近では遂に泥!習中に消滅する。

〔頂部泥炭層〕

本地域の頂部泥層はあまり発達していなし、のに対し，頂部泥炭層(T.P.)は久木小学校
で約 1mの厚さを示す。上流の谷奥に向って屑厚を増しながら分布する。

(3) 小坪地域

小坪港を中心に南は大崎まで，北は鎌倉飯島に至る地域をさす。山地が海岸までせまり

平地はほとんど発達してなし、。海岸線に泊って海抜 lO-:tOmの波食台が広く分布する。

すなわち，小坪港の北西側の波食台は鎌倉飯島にかけて発達する。最近この波食台は埋立

てられ逗子マリーナとなった。 また，南側の大崎に至る波食台も，一部が埋立てられ，小
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坪マリーナとなっている。

本地域の逗子貝層は小坪川治いにごく限られて分布する。ボーリング資料が少ないため

充分な調査とはいえないが，本層の特徴はつかめるので簡単に記す。

海岸より小坪川の谷治いに約 300m入った市立小坪小学校 (Bc. 1)のボーリング資料

によれば，逗子貝層の最も厚いところは14mに達する。腐植物と喋をむらなくふくむが，

貝殻について記載報告はなL、。 この地層は問越川沿いのように明瞭な層序を示さず，下部

から上部まで一様な堆積状況を示すことからおぼれ谷を埋積した腐植物， 喋まじり泥層と

いえる。

海岸に聞した 2地点での資料 (Ac.1， 2)によれば海抜一 2--3mに基盤岩ーがあり，

それを約 1mの貝殻をふくむ砂層がおおっている。 この砂層は波食台上に重なる上部砂層

(u.s.)の一部と考えられる。

VI 14(年代測定試料の産出状況と測定結果

〔産出状況〕

第2-12図に示すように市内5個所から採集した民，フジツボ化石を用レて 14C法によ

る年代測定おこなわれた。

各地点における試料の産出状況は次のようである。

(1) 採集地番号 Z-l

逗子市沼間 1-1 東逗子駅前共同ビル (Ec.2)。本地点は国鉄東逗子駅前の横須賀線

と田越川にはさまれた場所で，地表高度はが海抜+9.5mで‘ある(第2-13図)。試料の採

集地点は地表面から約4.5-5m下方の砂質粘土層に発達したカキ層 (Ostreabed)であ

る。測定に用いた試料はマガキ Ostreagigas (THUNBERG) とマガキの殻に付着していた

第 2-12岡 逗子市内における 14C年代測定の試料採集地点
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(池子高圧ポンプ場〉

A:日H土， B: I夜桜i物まじり砂質シノレト. C: 

中Il砂. D:大豆大のシルト磯. E:砂'nシノレト
F: シ，~ト

ドロフジツボ Balal1usuliginosus UTINOMI *である。共産する貝類で特徴ある種はウメ

ノハナガイ Pillucinaρisidium(DUNKER)，アサリ Tapesρhilipρinarum(A. ADAMS et 

REEVE)，ヒメシラトリ Macomaincongrua (v. MARTENS)の二枚貝と巻貝のシマハマツ

ボ Austroalabaρicta(A. ADAMS)，マキミゾスズメモツボ Dialastricta (HABE)， カワ

サゃンショウガイ Assiminealutea japonica v. MARTENSなどである。二枚貝のうち多産

する種には両殻のあわさったものがかなり多く認められ， 現地性堆積の遺骨妥群集であるこ

とを示す。いずれの積も現在湾奥の潮間帯の砂泥底に生息するか， アジモに付着している

ものであり，本地点の古環境を推測するのに役立つ。

数は少ないが，本地域をふくめて，関東地方には生息してし、ない， カモノアシガキ

Dendostreaρauluciae (CROSSE)，シオヤガイ Anomalodisoussquamosus (LINNE)， 

ゲツノブェ Clypomoruscaralium (KINER)などを産出するのは注目される。

(2) 採集地番号 Z-2

::1 

逗子市池子1-17 池子高圧ポンプ場 (Dc.2)。本地点は国越)11と池子)11の合流点に位

置する。地表面が海抜十4.0mあり，自然貝層の頂部は地表から約3.5m下方に位置する。

試料は ::!:O~+ O.5mの暗青色腐髄質砂質シノレト中に点在するウラカガミ Dりsinella

ρenicillata (REEVE)である。共産する特徴種はイヨスダレ Paρhiaundulata (BORN)， 

イセシラガイ Anodontiastearnsiana UYAMAである。これらの種はいずれも強内湾性指

標種で，水深の深い内湾の泥底に生息するものである。本地点からもカモノアシガキが比

較的多く見つかっている。

キ ドロフジヅボの鍛定は東京大学地質学教雫の111r1寿之氏によるσ



東逗子駅前共同ビル産貝化石表
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Slriarca sp. 
Os Irea gigas (THl'XREHG) マガキ
Delldoslrea palllllCia(' (CHOSSE) カモノアシガキ
A1Iodontia slearllsialla OYA~IA イセシラガイ
P i lllls illU pis id ium (DUNKER) ウメノ，、ナガイ
N i ppo1lomge 11αoblollgala (YOKOYA~IA) マルヘノジガイ
Bo-rniopsis ISllru1/Iαrll HAsE ツル?ルケポリ
FlIlvia hU1lgerfordi (SOWEHBY) チゴトリガイ
Chamα reflexa REEVE キクザルガイ
Pilar sp. 
lvlere Ir ix sp. 
Prololhaca sp. 

Ve1lemolpa micra (PILSBRY) ヒメカノコアサリ
Cyclina sinensis (GMELlX) オキシジミ
Anomalodiscus sgllamoslIs (LINNE) シオヤガイ
Paphiα 11lldlllαtα(BORN) イヨスダレ
Tαpes ph i 1 ippinαrllm (A.AIJAMS吋.REEVE) アサ 1)
Theolα lala (HINIlS) シズクカ。イ
Mαcoma incongrlla (V. MAHTENS) ヒメシラトリ
Moerella jllvenilis (HANELY) ユウシオガイ
Fαbuli1la sp. 
Mya‘sp. aff.αre71αriα o01loga i (MAKIYA~IA) オオノガイ
Bαr1lea manilensis (PHILlPPI) ニオガイ
Zirfaea Sllbcollsl-ricα(YOKOYAMA) ニオガイモドキ
Mαclγa sp. 

SCAPHOPODA 

Delllα1 ium oclαIIgll1α111m DONOVAN ベ'カドツノカ'イ

GASTROPODA 

Palelloida sp. 
CαIIlharidus japollica hilaris (LISCHKE) ミドリチグサ
Zafra pumila (DUXKER) ノミニナ

Assiminea l，"teαjaponica v. MARTENS カワグチツボ
AlvαIlia conci1lna AIJAMS 夕?ツポ
S le1l01 is cαriniferlls (A.ADAMS) モロハタマキピ
Austroalaba picla (A. ADAMS) シマハマツボ
Diala slrictαHAsE 7'キミゾスズメモツボ
Auslroalaba hungeγford i (SOWERBY) ウネ，、マツボ
Eufenella pupoides (A. ADAMS) サナギモツボ
Biltillm craliclllα111m GOULIl チピカニモリ
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Bα1 i llar Ia zOlla/is (BRUGUIERE) イポウミニナ
Hillia festivα(PO¥¥'YS) アラムシロ
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Hαedropleura pygmaeα(CUNKER) チビシヤシク

Odoslomia hilgellllorfi (LESSIN) オリイレクチ舟レモドキ
O. sp. aff. suballglllala A. ADAMS ホソクチキレモドキ
O. sp.αff.α町αjiellsisPILSBRY アワジクチキレモドキ
(). sp. 

TlIrbollillαshigeyasui NO~IURA カゴメイトカケギ 1)
T. semicοlolala (YOKOYMIA) 
T. sp. 
ChemnilziαmlllligyrαDUNKER シロイトカケギリ
C. sp. 
Syrllolα sp. 

TiberiαebαrUIlα(YOKOYAMA) エパラクチキレ
R ingiculll doliaris GOULD マメウラシマ
Cylicha1llys angusla (GOULD) カミスジカイコガイダマシ
Decorifer malusimαnα(NOMURA) マツシマコメツプガイ
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担両殻のあわさった状態で産した個体もふくむ。
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第2ー15岡 Z-4 (分庁舎前道路)地点
の地質柱状図

A:押ー士， B:細砂， c シルト質砂

(3) 採集地番号 Z-3
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第2-16図 Z-5 (清水橋〉地点の地質

柱状図

A: JtH士， B:綿砂， c シルト質細砂

逗子市逗子4-2 市立逗子小学校体育館 (Dc.49) 

海抜+4.1mを示す本地点では，自然貝層の頂部が地表から約 1-1.5m下にある。試料

は体育館建設工事に伴い掘りだされた土砂中から採集されたイボキサゴ Umboniummo1Z-

if;約1"umLAMARCKである。採集者からの情報によれば，体育館の基礎工事は地表から約

1-1. 5mの深さまで掘りさげた。試料が得られた貝化石群集は，地表より1.2m下の砂層

中にふくまていたものであり， 本地点における自然貝層の頂部のものであることが確認さ

れた。試料は，露頭より直接採集したものではなく， 掘りだされた土砂の中から採集され

たため， 雨水や凍結を受け殻の保存状態が非常に悪いものであった。したがって測定結果

はこの点を充分に考慮しながら評価する必要がある。

共産する特徴種にはウミニナ Batillariamultiformis LISHCKE， ホソヤツメガイ

Neverita didyma hosoyai KIRA があげられる。これらの種はいずれも潮間帯付近の砂

底に生息するものである。

(.4) 採集地番号 Z-..j.

逗子市逗子4-2 逗子市役所分庁舎前の道路直下 (Dc.29，第2-15図〉

本地点は前述のZ-3地点の逗子小体育館から西方に約100m離れた場所である。地表

面の高度は海抜+3.9mを示す。試料は+1.5-+2.4mの暗青色ないし暗青灰色のよくし

まった細砂層から採集したヒメシラトリ Macomaincongrua (V. MARTENS)を用いた。

共産する種にはハマグリ Meretrixlusoria (RODlNG]，カガミガイ Dosiniaja，ρonica 
(REEVE)，シオフキ Mactravelleriformis REEVE，イボキサゴ Umboniummonin冷rum

LAMARCK，ホソヤツメタガイ Neveritadiのmahosoyai KIRA，イボウミニナ Batillaria
zonalis (BRUGUIERE)などが特徴的である。前述のZ-3地点と同様な群集ですべて内湾

の潮間帯付近の砂底に生息する積である。

(5) 採集地番号 Z-5
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第 2-5表 逗子市内沖積層の貝化石・フジツポ化石試料の14C年代測定表

l採集地コード 試料採集地 測定値
二斤 :試 料 名

番号番号 j也 点東経;~t 色野品一 一 竺.B.P.(B.C.・)1
1 ドロフジツボ

1m問1-1東逗子 +5・0~lBaJanusuliginosus 1 55加土120
Z-l IGak-47仙 139"36'13". 35' 17' 44" +4.5: _ ~'-'- UTINOMI 

駅前共同ピル l マガキ ， (3570 B. C. ) 
Ostrea gigas 

Z -2 !Gak-4767I池子1-13池子
たi圧ポンプ場

Z-3 !Gakー仰|逗子4-2逗子
l 小学校体育館

Z -4 rGak-4766 

Z -5 Gak-4770 

逗子4-2逗子
市役所分庁舎前
道路
逗子4-9清水
橋南100m
回越川堰堤

--~担型堕堕2J_ー十一一
ウラ.カカeミ I 4970土115

13915'31"3r17'44"+0.5~|Dosmellaρenikillata!(3010B.C.〉1
土 O.O~ (REEVE) i 

13915'11'vw，+hiuzム…Jふんl(liP出)
(LAMAJ~CK) I ¥.'U' 

|ヒメシラトリ
In..." ..ro ，..， ...." +2.4---' 111 ・ 3160土110
139' 35'07"，35' 17' 31" + 1.5 Mac~，!!~.，~/:，，!!!，，~~!! (1iiO-B. C.) 

(v. MARTENS) 一

，+1.5-ウラ.カガミ 3810土印
刷円3"35' 17' 29" o ~~ Dosinella pe往笠ゐ 1(1860 B. C. ) 

逗子市逗子4-9 田越川清水橋南方約100m下流の左岸堰堤 CDc.50，第2ー16図〉
本地点の地表面高度は+3.4mを示す。自然貝層の上限は地表より約 1m下にみられる。

試料の採層準は，地表から約1.9-2.4m下方の海抜+1. 0-+1. 5mの部分である。暗青灰

色をしたシルト質細砂中に点在するウラカガミ DosinellaρenicillataCREEVE)を用レた。

共産する特徴種にはハマグリ Meretrixlusoria (ReDINGJ，イセジラガイ Anodontia 

stearnsiana OY AMA，イボキサゴ Umboniummoniliferum LAMARCKなどである。これ

らの種は内湾の潮間帯付近の砂質に生息するものである。

〔測定結果〕

測定結果を第2ー 5表に示す。産出状況と測定値とを考慮すると二三の問題点が明らか

にされたので，その概要を記す。

①試料のZ-l，Z-2は中部泥層 CM.M.)から採集した貝化石とフジツボ化石で
あり， Z-3， Z-4， Z-5は上部砂層 CU.S.)から採集した貝化石を用いた。 これ

らのうち，試料Z-3を除けば， ほほ'各地点における貝化石の生息年代を示すものと考え

てよL、。

② 測定値の中で最も古い年代は，古逗子湾の湾奥にあたるZ-l地点の 5520:t: 120 

Y.B.P.であり，最も新しい年代は湾央に位置するZ-3地点の1940:t:85Y. B. P.である。
近接のZ-4，Z-5の測定値が，いずれも 3160:t: 110 Y. B. P.， 3810士 80Y.B. P. e 

3000 Y. B. P.年代の値を示すのに対しZ-3地点の値だけが約1200年から 1800年も若い

年代を示すことは，試料の採集状況の所で記したように， むしろ試料の採集方法に問題が

ふくまれているものと考えられる。すなわち， Z-3， Z-4， Z-5地点の試料はし、ず

れも層位学的にほぼ閉じ層準(上部砂層の上限)から採集されたことは明らかであり， よ

く似た産出状況を示し，各地点の貝化石群集も同じ群集組成を示すこと， しかも 3地点は

非常に接近した位置にある点などから判断して， Z-3地点についても3000Y. B. P程度の

年代の値が予測される。しかし，試料の採集方法が地層中から直接取られたものでなく掘

り起こされた地層中のもので採集されるまでに2-3週間を経過していたため， その聞に
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雨水による汚染や凍結作用を受けけることによって， 新しい炭素の混入した可能性が大き

く，そのため実際よりも若し、年代が祖IJられたのであろう。 したがってこのZ-3測定値は

むしろそのまま信頼のおける値ではなレと考えた方がよL、。

③ 本層から得られた測定年代の一部は，近接の大船貝層(松島:1971a， b， 1972a)，桜木

町層(松島:1973) ， 鎌倉具層などで測定されている値とかなりよい一致を示すので，逗

子貝層もこれらと同時期の堆積物とみなすことができる。しかし測定値を厳密に調べ層

序，高度を考慮に入れ，それぞれの地域の対比を行なうと， 地域のちがし、により若干の異

なった発達過程を示しているように思われる。この点については別の機会に報告したい。

W 堆積環境

一部の産地の具化石を除くと大部分はH下検討中であり， また微化石の分析は全くおこ

なわれていないので， 古生物学的な見地の立場からの逗子貝層の堆積環境の推察ほとんど

できなし、。しかし 岩相や地層の分布状態から判断するとおよそ次のような環境の変化を

たどれるものと考えられる。

基底喋層:ヴュルム氷期末の最大海面低下期に田越)11埋積谷，久木川埋積谷などの谷底

に堆積した河床醸で、あると思われるが， 一部には貝殻がふくまれていることから判断して

海進早期の汀線付近の海成層とも考えられる。いずれにしても，両者の区別はできず，海

面がまだ低かったころの.陸上または陸に近いところで形成さた堆積物で、ろう。

下部砂層，下部泥層:海面1の上昇により，回越川埋積谷と久木川埋積谷では主に泥が谷

沿いに運び込まれ沈積した。 また一部には腐植物をふくむ泥の堆積も行なわれた。池子J11 

埋積谷は他の埋積谷より砂の運び込まれる量が多く砂層の生成となった。 L、ずれにしても，

逗子の埋積谷がV字谷を示すことからも他の地域(相模川流域や多摩川流域〉ほど上流か

ら砂や礁など粗粒な砕屑物の供給が行なわれず泥ないしシルトなど細粒な砕屑物と腐植物

の沈積が行なわれた。

中部泥層:海面はさらに急激に上昇したため，海水面低下期に形成された地形をそのま

ま保有しながら沈水した。海面の上昇速度の方が，後背地の浸食速度より早いため，砂や

礁の搬出は少なく，大部分がシルトないし泥の堆積が行なわれた。さらに海面の上昇によ

り泥やシルトが運び込まれ厚い泥層の堆積となった。遂に5000-6000年前，海面が最も高

い位置に達したとき，海水は陸地の奥深く浸入し複雑なリアス式海岸の内湾ができた。す

なわち，回越川沿いに浸入した海は国鉄東逗子駅東方の沼間付近まで達している。また池

子川沿レには京浜急行神武寺駅北方まで達した。それより上流の地域は湿地帯となり腐植

物を多量にふくむ泥層の生成が行なわれた。一方，現在の海岸付近(湾口〉から桜山(湾

央)にかけては砂質シルトないしシルトが堆積した。

上部砂層，頂部泥層:やがて4000-3000年前になると海面は低下の傾向に転じ，それと

共におぼれ谷であった谷部には腐植物を多量にふくむ頂部組周の堆積がはじまった。さら

に海面の低下により，海岸線が湾奥から後退をはじめると同時に， 谷治し、から湾の中央部

へと頂部泥層の生成が拡大した。湾口から湾中央部は，後退のはじまるころより砂質シル

トから砂の堆積がおこなわれ， 海退が進むにつれ砂の堆積の中心が湾央から湾口へと移動

していった。 したがって，湾口部(現在の海岸線付近)は最後まで砂の堆積が行なわれ，
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最も厚レ上部砂層となった。

頂部泥炭層:海岸に近い回越川と，久木川の合流地点付近の窪地や，国越川や久木川沿

レのやや低い場所には泥炭層が分布してし、る。 これは海面が現在に近い位置かあるいはや

や低い位置まで低下したころ， 各河川の窪地は湿地となり泥炭層の形成場所となったこと

を示している。

VIII 地形発達史

以上述べてきた事実や議論に加え他の地域での成果をも総合して， 本地域の約2万年以

後の地形発達や古地理の変遷について鎌倉地域につL、て記述した方法にならって簡単に記

す。

(1)地史区分

本地域を，洪積世末期から現在まで5段階に分けて解説する。

① 約2万年前(洪積世末期，グェルム氷期の最大海退期)

② 約1万-8千年前(沖積世初期)

③ 約6-5千年前(縄文時代早前期，沖積世最大海進期〉

④ 約2千年前(弥生時代)

⑤ 明治10年ごろ

(2)各時代の地史

①約2万年前最大海退期(第2-17図)

約2万年前は，ヴュルム氷期末期の最も著しい海退の時代であり，海面が現在より -100

--120mも低い位置にあった。

第2-17図 約2万年前(洪積世末期，最大海退期)Z.S.:逗子駅， H.Z.S.:東逗子駅
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本地域はすべて陸地となり古田越川は新宿海岸付近で古久木)11と合流し， さらに逗子湾

の沖合で古小坪)11と合流し大河となり， 現在のー100-一120m付近に海岸線のあった相模

湾に注いでいた。古田越川の流路勾配は，現在の回越JIIの勾配より急で下刻浸食作用が盛

んであった。相模川や多摩川などの上流域では河岸段丘が形成されていたのに対し，鎌倉

地域と同様に本地域でも段丘形成はおこなわれなかった。

②約1万-8千年前沖積世初期(第2-18図)

気候の暖化に伴い，海面は急激に上昇した。海面の上昇の速度は，河川の浸食速度より
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第2-18図約1万-8千年前(沖積世初期〉
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第2-19図約6-5千年前(沖積世最大海進期)
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大きいため，それまでにつくられた地形はそのまま沈水し， おぼれ谷をつくった。本地域

で当時の海面の位置を正確に知る資料はないが， 東京湾泊岸地域で知られてし、る資料(貝

塚ほか:1962)から，およそ-30--40mに海面があったと考えられる。現在の市街地は

まだ陸上にあり大崎と鐙摺にはさまれた逗子湾には古凹越JII泊いに浸入した海水が， ごく

わずかの入江をつくっていた。

③約6-5千年前縄文早前期最大海進期〈第2-19図〉

さらに梅面は上昇し，遂にこの時代には本地域では現在の海面より 6-7m高い位置に

達し停滞したへ そのため陸地の奥深く海水が浸入し，複雑なリアス式海岸を形成した。

古逗子湾は，古鎌倉湾と同様にこの縄文海進最盛期につくられた内湾である。 このことは

湾内から採集された貝化石を用いて測定された14C年代によって支持される。古田越川治

いでは東逗子駅東方まで， 古池子川泊いでは神武寺駅北方まで，古久木川泊いでは久木中

学北方までそれぞれ海水が浸入していたことが， 各々の地点におけるボーリ γグ資料中に

記載されている貝殻の存在によって確認できる。湾内の東逗子駅前共同ピル (Z-l)と

池子高圧ポンプ場 (Z-2)から採集した貝化石から古逗子湾の環境を推定すると， 糟奥

の砂泥底には，マガキ，イボウミニナ，ハイガイ，オキシジミ，シオヤガイ， カモノアシ

ガキなど潮間帯にすむ貝が生息しており， アジモの生えている場所では小形巻貝のモツボ

類が多くいた。水深のやや深い湾中央の泥底にはウラカガミ，イヨスダレ，イセシラガイ

などが生息していた。しかも現在関東地方には生息しないシオヤガイ(現在は田辺湾以南

に生息)， コゲツノプエ(田辺湾以南)，カモノアシガキ(台湾以南〉を産出することか

ら考えて， 当時の古逗子湾の内湾はそれらの貝類の生息するのに適した水温，麟度，底質

の環境であったと考えられる。 このような環境を現在に求めると紀伊半島田辺湾とか瀬戸

内海の内情，有明海がおおよそこの海況を示していると思われる。

やがて4000年前ぐらいから停滞していた海は退きはじめた。海の退いた湾奥は湿地とな

り泥層の沈積が盛んにおこなわれた。縮小した古逗子湾には上部砂層が堆積した。本層か

ら逗子小学校，逗子分庁舎前，田越川清水橋付近の3カ所で貝化石が多数採集されている。

それによると最も著しい種がイボキサゴであり， ハマグリ，アサリ，シオフキ，カガミガ

イ，イポウミユナ，ウミニナなど潮間帯付近の砂質底に生息する貝類がみられる。 これら

の貝類は，現在の逗子の海岸でみられる群集と等しく， すでに4000-3000年前ごろから，

現在の相模湾と類似の環境を示すようになっていたのであろう。

④約2千年前弥生時代(第2-20図)

海面はさらに退色現在より 2-3m高い位置か，あるいはほぼ同じ位置になった。古

逗子湾はほとんど陸地となり， 回越川，池子川，久木川はほぼ現在に近い流路をとってい

たらしし、。しかし，河口から田越川沿いは池子付近，久木川沿いでは国鉄横須賀線鉄橋付

近まで湿地が発達していた。

鎌倉に比べると弥生時代の平地の遺跡がほとんど見つかっていないため， 海岸線の詳細

な位置については確認できない。しかし，国鉄逗子駅南側の埋没波食台上の砂地はこのご

ろから人の住めるに適した場所となっていたと思われる。

キ最高i低水面の高度は鎌倉市内では+7~+8mを示すが，逗子では+6~+7mとなり，約 1m

の差が認められる。これは基盤の変動量によるものと考えられる。
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約2千年前(弥生時代〉

⑤ 明治10年ごろ(第2-21図〉

古墳時代になると，海岸線は現在とほぼ同じ位置にあったと思われる。逗子駅北側の山

の根の麓には古墳時代の横穴群が数多く発見されている。 これらの横穴群の近傍には住居

があったはずである。すなわち，現在の市街地となっている沖積低地の山すそには広い範

囲にわたってかなりの集落が存在してレたであろうこと推定できる。

第 2-20図

明治10年代の逗子 (2万分の 1迅速岡，小坪村〉

鎌倉・室町時代にかけての海岸線を知る資料は， 鎌倉市内に比べると数は少ないがいく

つか見つかっている。その中では回越川河口付近の八万四千塔婆と逗子開成高校校内の富

第2-21図
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士塚の遺跡は海岸近くより発見されてし、て重要である。

明治10年代になる参謀本部陸軍測量局によって， 縮尺率2万分の 1の地形図が発行され

た。そこには田越川，久木川の流路が大きく蛇行していること， 回越川泊レに湿地が池子

付近までみられる。低地の集落が回越川流域では散在しているのに比べ小坪川河口付近は

密集していることがわかり現在と好対照を示している。
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P 1. 2-2 

1. Z-4 試料採集地点 . 逗子市市役所分庁舎前の道路下潟抜+2. 9~ + 1.5m (北側〉

2. 向 上 (南側1])




